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NY マーケットレポート（2016 年 9 月 30 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米個人支出が市場予想を下回ったことが嫌気され、ドルは主要通貨に対してやや軟調な動きとなった。

その後は、ドイツ銀行に対する懸念が和らいだとの見方や、堅調な株価動向を受けて円売りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な 

動きとなった。そして、米司法省がドイツ銀行に課す罰金額が、当初の 140 億ドルから半分以下の額で合意するとの観測を受けて、ユ

ーロはドルや円など主要通貨に対して堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月南アフリカ貿易収支 -86 億 ZAR（予想 16 億 ZAR・前回 50億 ZAR） 

前回発表の 52 億 ZAR から 50 億 ZAR 

 

8 月南アフリカ財政収支 -166.8 億 ZAR（前回 -731.6 億 ZAR） 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米個人所得（前月比） 0.2％（予想 0.2%・前回 0.4%） 

 

8 月米個人支出（前月比） 0.0％（予想 0.1%・前回 0.4%） 

前回発表の 0.3％から 0.4％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪米個人所得・支出≫  

         8 月・・7月・・6月・・5月・・4月・・3月 

個人所得・・・・・0.2・・ 0.4・・0.3・・ 0.3・・0.6・・ 0.3 

賃金・給与・・・・0.1・・ 0.5・・0.5・・ 0.4・・0.8・・ 0.1 

可処分所得・・・・0.2・・ 0.4・・0.3・・ 0.3・・0.6・・ 0.3 

個人消費支出・・・0.0・・ 0.3・・0.5・・ 0.3・・1.1・・ 0.0 

個人貯蓄率・・・・5.7・・ 5.6・・5.5・・ 5.7・・5.8・・ 6.2 

 

8 月の米個人支出は、前月比横ばいとなり、市場予想を下回った。一方、雇用改善を背景に個人所得は+0.2％と 6 ヵ月連続で増加とな

り、所得が増加する中、消費者の慎重姿勢が引き続き示された。   

 

①個人支出では、耐久財が前月比-1.3％と 3 ヵ月ぶりのマイナス、食品やエネルギーなどの非耐久財は-0.2％と 2 ヵ月連続の減少、サ

ービスは+0.3％。   

 

②税金の支払いを除いた可処分所得は+0.2％、貯蓄率は前月から 0.1 ポイント上昇の 5.7％となった。 
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③米 FRB が物価の目安とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年同月比で+1.0％と、前月から 0.2 ポイント上昇率が拡大し、FRB が

目標とする 2％を引き続き下回ったが、4ヵ月ぶりに上昇率が拡大した。PCE 物価指数は、前月比で+0.1％、変動の激しい食品とエネ

ルギーを除いた PCE コア物価指数は前年同月比+1.7％。 

 

 
出所：Net Dania 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米 PCE デフレーター（前年比） 1.0％（予想 0.9%・前回 0.8%） 

8 月米 PCE コア・デフレーター（前月比） 0.2％（予想 0.2%・前回 0.1%） 

8 月米 PCE コア・デフレーター（前年比） 1.7％（予想 1.7%・前回 1.6%） 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月カナダ GDP（前月比） 0.5％（予想 0.3%・前回 0.6%） 

 

7 月カナダ GDP（前年比） 1.3％（予想 1.0%・前回 1.2%） 

前回発表の 1.1％から 1.2％に修正  

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Net Dania 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月シカゴ購買部協会景気指数 54.2（予想 52.0・前回 51.5） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪シカゴ購買部協会景気指数≫ 

       9 月・・ 8 月・・7月・・ 6 月・・5月・・4月・・3月 

景気指数・・・54.2・・51.5・・55.8・・56.8・・49.3・・50.4・・53.6 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ミシガン大学消費者信頼感指数 91.2（予想 90.0・前回 89.8） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

         9 月確報・9月速報・・8月・・7月・・・6月・・・5月 

消費者信頼感・・・・ 91.2・・ 89.8・・ 89.8・・ 90.0・・ 93.5・・ 94.7 

景気現況指数・・・・104.2・・103.5・・107.0・・109.0・・110.8・・109.9 

消費者期待指数・・・ 82.7・・ 81.1・・ 78.7・・ 77.8・・ 82.4・・ 84.9 

1 年インフレ・・・・・2.4・・・2.3・・・2.5・・・2.7・・・2.6・・・2.4 

5 年インフレ・・・・・2.6・・・2.5・・・2.5・・・2.6・・・2.6・・・2.5 

 

9 月のミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は、市場予想を上回る 91.2 となり、9 月の速報値から 1.4 ポイントの上昇となった。そ

して、前月比でも 1.4 ポイントの上昇と、3ヵ月ぶりの高水準となった。現状指数は 104.2 となり、9月速報値から 0.7 ポイント上昇し

たが、前月から 2.8 ポイント低下。先行指数は 82.7 となり、9 月速報値から 1.6 ポイント上昇、前月から 4.0 ポイント上昇となった。

1 年後のインフレ期待は 2.4％となり、速報値から 0.1 ポイント上昇、前月から 0.1 ポイント低下。5 年後のインフレ期待は 2.6％と報

値から 0.1 ポイント上昇、前月から 0.1 ポイント上昇となった。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。序盤は、ドイツ銀行の経営不安で欧州の金融システムへの懸念を背景に売りが先行した。

その後は懸念が和らいだとの見方から株価が持ち直し、独 DAX 指数は上昇に転じた。一方、英 FT100 指数は小幅安で引けた。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 8.90 ドル安の 1オンス＝1317.10 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、経営不安説が出ているドイツ銀行の株価が持ち直し、米国株が大幅上昇したことから、投資家のリスク回避志向が後退して、

比較的安全な資産とされる金の売りが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 



 
                                           

8 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.41 ドル高の 1バレル＝48.24 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC の減産合意による需給改善期待が続いたほか、米国の株高も下支え要因となった。ただ、最近の上昇を受けて、利益確

定の売りも出ており、上げ幅は限定的となった。終値ベースでは、8月中旬以来約 1ヵ月半ぶりの高値水準となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、9月の米消費者信頼感に関する経済指標などが市場予想を上回り、米景気への先行き期待感から買いが先行した。また、

ドイツ銀行に対する懸念が後退したことで金融株が買われたことも押し上げ要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとな

り、一時前日比で 226 ドル高まで上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米個人支出が市場予想を下回る結果となったことから、ドルが主要通貨に対してやや軟調な動きと

なった。ただ、ドイツ銀行に対する懸念が和らいたとの見方や、堅調な株価動向を受けて円が売られる動きとなり、ドル円・クロス円

は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ
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